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建物の外まで進む全面禁煙（汐田総合病院で）

「たばこと『生活習慣病 」講演 』
と き ９月２１日（水）１０時３０分

ところ 開港記念会館１号室

講 師 窪倉孝道医師

（ ）汐田総合病院院長

①

年
９
月

日

時

分
、
横
浜
地
裁
に
か

９

05

21

30

け
つ
け
、
講
演
会
に
参
加
す
る
。

②
チ
ラ
シ
を
知
人
に
郵
送
し
た
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

手
渡
し
た
り
、
事
務
所
や
自
宅
に
お
く
こ
と

が
で
き
る
。

③
ポ
ス
タ
ー
を
張
り
出
せ
る
。

④
宣
伝
用
の
紙
や
切
手
の
提
供
や
カ
ン
パ
な

ど
、
財
政
的
な
支
援
が
で
き
る
。

⑤
「
た
ば
こ
の
危
険
性
を
訴
え
る
」
宣
伝
物
に
、

賛
同
者
と
し
て
名
前
が
出
せ
る
。

⑥
原
告
に
参
加
で
き
る

⑦
そ
の
他
あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
提

案
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
ど
れ
か
一
つ
で
も
力
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

カンパにご協力を○

郵便振替口座 記号１０２５０ 番号８４５１９１９

１

「たばこのことを知りた
い」と青少年も参加
第２回口頭弁論と講演会

６月２９日、たばこ病をなくす横浜

裁判の第２回口頭弁論が行われま

した。 雨にもかかわらず、地裁前

に１００人近くが集まりました。

法廷には、「のむぎ太鼓」の若者

たちも参加。原告（水野雅信、森下

賢一、髙橋是良）の弁護団は、国と

たばこ産業㈱の弁護団を攻め、「た

ばこ規制枠組み条約」の意義と重

要性を強調しました。

閉廷後、開港記念会館で「たばこ

病シンポジウム」を開催。最初に、

喉頭癌で声を失った三瀬勝司さん

が前に立ちました。喉元を覆ってい

る布をめくると小さな穴が空いてい

ます。話し始めますが、ほとんど聞

き取れないので、原告の高橋さん

がお腹の傷を見せ、「声帯などを切

り取った後に代わりに腸でつない

だ」と「通訳」。

続いて加濃正人医師が「たばこ

依存症 なぜたばこはやめられな

い？」と題して講演、ニコチン依存

の仕組みをわかりやすく解説し、喫

煙で作業能力が大きく低下する実

験を紹介。「喫煙者は能力を１００％

発揮していない」「やめようと決意す

れば、ほとんど禁煙成功」と強調し

ました。

（加濃医師の

「ニコチン依存

症」の部分の要

旨は裏面参照）
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「タバコ病」で一番怖いのが『ニコチン依存症』
・・加濃正人医師の講演（６／２９）の『ニコチン依存症』の部分を、『たばこ
病辞典』（加濃正人編）をもとに整理しました（文責・編集部）。・・

＊ ２００を超える病気の原因がたばこ

喫煙は200を超える種類の病気の原因にな
ります。がん、呼吸器病、循環器病などの病
気を引き起こし、タバコ喫煙者の半数を死に
いたらしめます。そして、一生のうち病気で苦
しむ期間も長くなり、家族への負担が増え、
医療費もかさみます。
受動喫煙の被害も重大です。小児への影
響などを中心に、ごく短時間またはごく低濃
度の受動喫煙によって、致命的な病状の悪
化をきたします。日本における受動喫煙犠牲
者は年間1万9000人にのぼります。

＊ ニコチンは麻薬と同じ

喫煙によって生じる最大の健康障害は、
精神をニコチンに支配されてしまうニコチン
依存症です。ニコチンには麻薬と同等の依存
性があり、タバコは嗜好〈しこう〉品ではなく依
存性薬物で、本来麻薬と同様に、法律で製
造を制限されるべき製品です。
ニコチンは脳の神経のシナプスにおいて

神経伝達物質に成り代わり、神経回路を誤
動作させます。ニコチン依存症におちいると、
シナプスが過剰反応に慣れて機能が低下
し、ニコチンなしでは神経回路が正常に機能
しなくなります。そこで、またニコチンが欲しく
なるという悪循環をくりかえし、喫煙量が多く
なっていきます。

＊ ニコチンがストレスを作る

喫煙者は「喫煙がストレスを解消する」「集
中力を高める」と感じますが、ストレスの多く
はむしろ喫煙習慣によって生じ、ニコチンの
離脱症状によって増幅されていたりするスト
レスです。喫煙しているうちは「タバコなしで
は生きられない」と思いこみますが、これは
ニコチン依存症によって起こる錯覚で、禁煙
に成功したあとは、ストレスが減りニコチンな
しでも集中力が持続します。記憶力や反応速

度も上昇し、脳の本来の力を発揮できるよう
になります。
ニコチン依存症におちいると、タバコのこと

に関してだけ正常な思考ができなくなります。
価値観にゆがみが生じて、タバコが何ものに
も変えがたい大事なものに思えてきます。喫
煙から脱する第一歩は、「喫煙は考え方をね
じまげてしまうニコチン依存症という病気であ
る」と自覚することにあります。

＊ タバコ消費の六分の一は未成年者

低年齢から開始した喫煙は重度のニコチ
ン依存症を引き起こします。未成年喫煙を防
止しなければならない最大の理由がここにあ
りますが、同時に、タバコ業界が自販機撤廃
や年齢確認徹底を行おうとしない理由もここ
にあります。
今のところ、このもくろみは成功しており、

未成年喫煙は激増しています。日本のタバコ
消費の6分の1は未成年によるものです。
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